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１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿 

　令和3年1月に公表された中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目

指して」においては，全ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働

的な学び」を一体的に充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実現が強調されており，

これらにおいて，1人１台端末の活用は重要な役割を担っています。 

　これまでも，GIGAスクール構想により整備された端末やICT環境の下，研修や授業研

究を行い，効果的な利活用に向けて実践を図ってきたところであり，NEXT GIGAに向け

て更なる活用を目指しているところです。 

個別最適な学びの実現については，児童生徒の特性や学習進度に応じた教育方法を提

供し，全ての子供たちが自分に最適な方法で学習を進めることができるようアプローチ

します。具体的にはAIドリルの活用で，児童生徒の予習や復習に最適なツールであり，

AIドリルを使用することにより，児童生徒一人一人の操作ログや計算の過程，回答デー

タの分析などが可能になりました。また，学習の「つまずきポイント」が特定でき，こ

れに応じ，AIが適切な問題を出題してくれます。ダッシュボード機能により児童生徒の

習熟度を確認し，よりきめ細やかな指導へと繋げることができるため，効率的・効果的

な学習が実現します。 

協働的な学びの実現については，現在も学習支援ツールの活用やグループでの調べ学

習，ディスカッション等により多様な意見を尊重し合いながら学ぶ力を育んでいます。 

今後は，リーディングDXスクール事業の先進事例等も参考にし，より良い授業改善を

図っていきたいと考えています。 

例えば，同じ鹿児島県の垂水市で行っている「複式学級同士の遠隔合同授業」につい

て，本町では児童生徒数は年々減少傾向であり，複式学級も今後増える見込みである。

そういった中で他学校の複式学級同士をオンラインで繋ぎ，教職員側の視点では，A校

の先生は上学年を指導し，B校の先生は下学年を指導するという新たな視点があり，児

童側の視点では，多様な意見に触れ，他者の考え方を理解し協力して学ぶ事は，個々の

学びが深まり「主体的・対話的で深い学び」にも繋がる好事例と考えます。 

　大崎町教育振興基本計画における「教育の情報化」をさらに加速させるためには，上

記記述内容やクラウド環境等をより効果的に活用することが重要と捉えており，かつ，

非認知能力の測定，学習履歴（スタディログ）や健康データ（ライフログ），及び全国

的な学力調査や各学校の評価結果等を基にした，EBPM（Evidence Based Policy Making）



によるデータ駆動型の教育改善を行っていけるよう，今後調査研究を進め，「人間性豊

かで，たくましく生きる，輝く人づくり」に資するよう，時代の背景に応じた新たな学

びの姿が実現されることを目指します。 

 

２．GIGA第１期の総括 

令和２年度に，町内小学校６校に694台，中学校１校に333台，合計1,027台の1人1台端

末を整備しました（全てIPadで，教職員用端末も含む）。また，各学校の大容量通信ネッ

トワーク及び電子黒板等周辺機器等も含めたICT環境の整備も完了しました。 

　これらICT環境の整備に加え，教職員の研修の充実を図り，ICT活用指導力の向上に努め

てきました。具体的には，各学校から情報担当者を１名選定し，指導主事や町教委ICT担

当者からなる大崎町ICT担当者会を年６回実施し，各学校の課題や取組などを共有，及び

講師によるICT機器や教育アプリ等の効果的な操作方法や知見を自身の学校へ持ち帰り，

横展開を実施してきました。 

　しかしながら課題も見受けられ，児童生徒の端末の持ち帰りについては一部の学校では

消極的であり，理由としては家庭での利用に関するルール作り不足や端末の故障及び破損

における損害賠償，保護者の理解が得られない，などが上げられました。 

家庭学習での端末利用は，AIドリル等を活用した予習復習，タイピングや情報検索など

ICTスキルの向上に寄与できると考えます。このことから，まずは教育委員会が保護者へ

１人１台端末の持ち帰りへの理解を求める働きかけを行い，故障や破損については，今回

の更新で端末の５年保守及び予備機を活用することにより解消し，文房具として学校でも

家庭でも，当たり前のように活用できる環境を整えていきます。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

　人口減少・少子高齢化，グローバル化，デジタル化（Society5.0）等，変化の激しい不

確実性の時代を生きる子供たちにとって，もはやICTの活用は必要不可欠なものとなって

います。学校が，子供たちの可能性を広げ，これからの社会を生き抜く力を育む場所であ

るためにも，以下の視点からその具現化についてアプローチしていきたい。 

 

1. １人１台端末の積極的活用 

GIGAスクール構想により整備したクラウド環境は基より，学習e-ポータル，MEXCBT，

デジタル教科書，生成AI等，様々なツールやソフトウェアの活用場面を創出します。 

例えば，2027年度から小学校６年生と中学校３年生の全教科でCBT方式に全面移行す

る全国学力・学習状況調査ですが，全国的な取り組みとしてCBTが採用されており，普

段の小テストや学習の振り返りについてもCBTが有効と考え，活用場面や問題作成・操



作方法等，先進地の事例等参考にしながら推進いたします。CBTにより迅速なフィード

バックや学習履歴の分析が可能となり，教育の質の向上が期待されます。 

また児童生徒が自分で調べ，考えをまとめ，そして発表・表現をする場面において，

１人１台端末を積極的に活用することができるよう，全教職員へのICT研修や具体的な

活用事例の情報共有等に努めます。 

今や，仕事でも家庭でも，社会のあらゆる場所でICTの活用が日常のものとなってい

るなかで，これからの時代を生きる子供たちにとって，情報及び情報技術を適切かつ

効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成するために必要な資

質・能力は必須と捉えています。 

今後，STEAM教育や生成AIにおけるプロンプトエンジニアリングなど，論理的思考力

や想像力を高める教育について調査研究し，これには１人１台端末がツールとして必

須であることから，あらゆる場面での活用を模索し推進していきます。 

　 

2. 個別最適・協働的な学びの充実 

　「１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿」においても記

述した通り，１人１台端末を活用し，児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせ

て課題に取り組む場面をより一層推進し，授業においては，「指導の個別化」「学習

の個性化」の定着を図り，個別最適な学びが独立した学びに陥らないよう，多様な他

者と協働し，異なる視点を取り入れながら問題解決に取り組む姿を目指します。 

デジタルとアナログのベストミックスを図り，自由進度学習や問題発見解決型学習

（PBL）等，様々な学習方法について調査研究します。これにより，児童生徒自ら情報

を収集し，分析する過程で自主性を育み，グループワークやディスカッションを通じ

て協調性やコミュニケーション能力の向上が期待されます。 

PBLについて，本町においてはSDGs教育を推進しており，行政や地域，関係団体など

多様な他者との関りを通じて深い学びに繋げ，「教職員と児童生徒」や「児童生徒同

士」が意見や見方・考え方を共有する場面において，１人１台端末の活用が活きてき

ます。そのような場面をより推進するとともに，今後も活用場面の創出や研修等を継

続的に行っていき，個別最適な学び，協働的な学びの充実に積極的に取り組んでいき

ます。 

 

3. 学びの保障 

　本町では令和６年度に，不登校児童生徒への支援として，多様な学び場「なないろ

キャンパス」を開設した。学校へ登校することが難しい不登校児童生徒の社会的自立

に向けた状況の改善を図るため，学習や体験活動に取り組んでいるところです。 

　今後は，多様な学び場に通う児童生徒においても，端末を活用しオンラインで授業

を中継し，学習機会を確保できるよう調整を図っていきます。 



　また，「児童生徒の自殺予防に係る取組について（通知）」及び「誰一人取り残さ

れない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLOプラン）」について，心や体調の変化

を早期発見することの重要性が謳われており，本町では，鹿児島県総合教育センター

が作成した，学校適応感の変容を把握できる「学校楽しぃーと」を使用し，児童生徒

の回答した結果を分析することで，不登校やいじめ，問題行動の未然防止等に取り組

んでいます。しかしながら，アンケートの実施が年に数回と限定的であり，児童生徒

の悩みや心の変化に早急に対応できない点もあります。そこで１人１台端末を活用し

た健康観察・教育相談を各OSの標準アプリを活用し，児童生徒がいつでも悩みを相談

できる環境を構築していきます。 

　これにより，児童生徒のSOSを早期に発見し，スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカーと連携を図ることにより，適切な支援に繋げることが可能となります。 

　今後も児童生徒が安心して学校生活を送れるよう，1人1台端末を充分に活用すると

ともに，GIGAスクール構想において構築した環境を引き続き維持してまいります。 


